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シ
ノ
ド
ス

　

 （
信
徒
代
表
者
会
議
）の
こ
と

　

�
　
　

主
任
司
祭　

下
口
　
勲

　
新
司
祭
館
に
移
転
後
の
一
ヵ

月
は
、
過
去
五
年
分
の
歴
史
編

纂
資
料
の
整
理
、
教
会
台
帳
の

整
理
、
ミ
サ
奉
納
金
、
祭
儀
収

入
、
ミ
サ
賽
銭
な
ど
主
任
司
祭

担
当
分
の
会
計
簿
の
整
理
の
た

め
多
忙
な
日
々
が
続
い
た
。
そ

う
し
な
が
ら
慣
れ
な
い
井
持
浦

小
教
区
の
井
持
浦
教
会
と
玉
之
浦
教
会
の

巡
回
を
兼
務
し
て
き
た
。

　
現
在
で
は
、
新
司
祭
館
で
の
生
活
も
少

し
ず
つ
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
よ
う
な
っ

た
。
井
持
浦
小
教
区
巡
回
に
備
え
た
体

力
作
り
、
中
学
生
の
要
理
の
テ
キ
ス
ト

作
成
の
他
、
こ
れ
ま
で
五
年
間
、
購
入

し
て
い
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な

か
っ
た
月
刊
誌
「
福
音
宣
教
」
や
歴
代

教
皇
の
公
文
書
を
読
む
時
間
の
ゆ
と
り

が
出
て
き
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催

さ
れ
て
い
る
二
〇
十
四
年
サ
ッ
カ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
日
本
人
チ
ー
ム
が

対
戦
す
る
試
合
で
あ
れ
ば
テ
レ
ビ
で
応

援
、
プ
ロ
野
球
交
流
戦
も
パ
リ
ー
グ
の

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
対
戦
す
る
試
合
で
あ

れ
ば
テ
レ
ビ
で
応
援
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
歴
史
の
資
料
を
ま
と
め
る
作
業
よ
り

も
は
る
か
に
楽
し
い
。
先
日
、
五
輪
教
会

に
巡
回
し
た
際
に
は
、
坂
谷
秀
雄
さ
ん
の

漁
船
で
く
さ
び
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
好
き
な
散
歩
、釣
り
、

読
書
を
し
な
が
ら
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
心

が
け
、
信
徒
と
の
交
流
を
深
め
、
司
牧
の

有
終
の
美
を
飾
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
来
年
に
迫
っ
て
い
る
信
徒
発
見

一
五
〇
周
年
を
目
指
し
、
今
年
、
開
催
さ

れ
て
い
る
教
区
シ
ノ
ド
ス
。
髙
見
大
司
教

は
、
五
月
四
日
、
浦
上
教
会
で
行
わ
れ
た

開
会
ミ
サ
説
教
で
、
シ
ノ
ド
ス
の
開
催
目

的
は
「
教
区
の
刷
新
で
あ
る
。
司
教
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
神

の
憐
れ
み
に
似
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。」
と
話
さ
れ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
は
憐
み
と
優
し
さ
に
満
ち
た

方
で
し
た
。
そ
し
て
、「
天
の
父
が
憐
れ

み
深
い
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
憐
れ
み

深
い
者
と
な
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
人
間
関

係
の
希
薄
化
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

現
代
社
会
で
は
、
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
、

人
に
対
し
て
の
深
い
理
解
、
暖
か
さ
、
愛

情
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
福

江
の
信
者
も
、
様
々
な
問
題
を
か
か
え
て

途
方
に
く
れ
て
い
る
現
代
社
会
と
長
崎
の

教
会
に
光
と
な
る
よ
う
な
暖
か
い
人
間
、

成
熟
し
た
愛
情
溢
れ
る
信
者
と
な
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
シ
ノ
ド
ス
の
成
功
の
た
め
に
聖
霊
の
導

き
を
祈
り
な
が
ら
、
二
五
〇
年
間
も
信
者

だ
け
で
七
世
代
に
わ
た
っ
て
信
仰
を
守
り

続
け
た
先
祖
の
信
仰
に
倣
い
、
日
々
、
キ

リ
ス
ト
と
の
深
い
出
会
い
の
中
で
、
福
音

の
喜
び
を
も
っ
て
信
仰
の
旅
路
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
祈
り
合
い
ま
し
ょ

う
。
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五
月
十
一
日
（
日
）
好
天
に
恵
ま
れ
た

玉
之
浦
井
持
浦
ル
ル
ド
に
お
い
て
、
第

二
十
二
回
ル
ル
ド
祭
が
行
わ
れ

た
。
今
年
は
―
「
こ
の
人
の
言

う
と
お
り
に
し
て
く
だ
さ
い
」

シ
ノ
ド
ス
の
実
り
を
願
っ
て
―

を
テ
ー
マ
に
下
五
島
地
区
各
教

会
か
ら
多
く
の
信
徒
が
集
ま
っ

た
。

　

ま
ず
、
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
か
ら
百
合
の
花
で
飾
ら
れ

た
聖
母
像
を
運
び
な
が
ら
全

員
で
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
、
各

教
会
の
女
の
子
達
に
よ
る
花

撒
き
を
行
い
ル
ル
ド
へ
と
向

か
っ
た
。
そ
の
後
、
下
五
島

司
祭
団
に
よ
る
御
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ
、

竹
谷
神
父
様
は
自
身
の
お
母
様
と
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
や
り
と
り
で
一
同
を
和
ま
せ

つ
つ
、
マ
リ
ア
様
と
イ
エ
ス
様
の
関
係
性

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
の
テ
ー
マ
と
な
る
シ
ノ
ド
ス
に
触

れ
、
イ
エ
ス
様
の
こ
と
ば
を
ど
う
し
た
ら

現
代
の
私
達
が
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
？　
「
正
し
い
信
仰
と
真
摯
で
懸

命
な
祈
り
、
そ
し
て
教
会
全
体
と
未
来
を

思
う
熱
意
」
に
イ
エ
ス
様
の
こ
と
ば
が
あ

る
と
話
さ
れ
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
ル
ル
ド
祭
は
、
今
年
も

井
持
浦
小
教
区
信
徒
の
皆
さ
ん
の
奉
仕
で

滞
り
な
く
終
了
し
た
。
少
な
い
信
徒
数
で

準
備
か
ら
交
通
整
理
、
後
片
付
け
を
さ
れ

て
い
る
。
ル
ル
ド
の
水
と
共
に
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。

第二十二回 

ルルド祭

― 2013年度（平成25年度）カトリック福江小教区評議会決算書 ―

収  入  額 1,485,374

支  出  額 1,038,180

残 　   額
（翌年度へ繰越金） 447,194

（単位：円）（平成 25 年４月１日〜平成 26 年 3月31日）

項 　 目 予 算 額 決 算 額 比　較

繰 越 金 552,655 552,655 0

活 動 費 847,038 932,628 85,590

雑 収 入 0 0 0

預 金 利 息 80 91 11

合 計 1,399,773 1,485,374 85,601

内　訳 前年度
繰越金 支給金額 雑収入 預金利息 収入小計

本部会計 170,432 345,488 0 42 515,962
宣教委員会 0 0 0 0 0
生涯養成委員会 21,200 0 0 2 21,202
信仰教育委員会 91,202 200,000 0 20 291,222
典礼委員会 20,635 150,590 0 0 171,225
広報委員会 105,150 76,550 0 0 181,700
召命委員会 58,450 62,000 0 15 120,465
青少年委員会 75,649 42,000 0 12 117,661
福祉委員会 9,937 6,000 0 0 15,937
婦人会 0 50,000 0 0 50,000
青年会 0 0 0 0 0

小　計 552,655 932,628 0 91 1,485,374

項 　 目 予 算 額 決 算 額 比　較 備　　　考
会 議 費 10,000 0 -10,000 評議会会議・役員会・教区評議会研修会参加費等
通 信 費 5,000 0 -5,000 郵便料・連絡網担当者への電話料支払等
消 耗 品 費 5,000 0 -5,000 文具・資料コピー代等
接 待 交 際 費 20,000 0 -20,000 評議会委員の慶弔代費
負 担 金 240,000 237,120 -2,880 地区評議会費（450 世帯）

行 事 費 1,069,773 801,060 -268,713

予 備 費 50,000 0 -50,000
合 計 1,399,773 1,038,180 -361,593

内　訳 支　出 繰越金
本部会計 63,605 215,237
宣教委員会 0 0
生涯養成委員会 10,323 10,879
信仰教育委員会 215,433 75,789
典礼委員会 171,225 0
広報委員会 170,182 11,518
召命委員会 74,759 45,706
青少年委員会 37,746 79,915
福祉委員会 7,787 8,150
婦人会 50,000 0
青年会 0 0

小　計 801,060 447,194

収入の部

支出の部
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年

月　

日

行　
　
　

事　
　
　

名

担　
　

当

26 年
４
月
６
日
１
０
０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
９
日
第
７
回　

１
０
０
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

４
月　
　

新
旧
班
長
会
議

経
済
問
題
評
議
会

４
月
29
日
１
０
０
周
年
記
念
ミ
サ
及
び
司
祭
館
落
成
祝
別
式

５
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
３
号
」
発
行

広
報
委
員
会

５
月　
　

聖
母
月
（
ロ
ザ
リ
オ
参
加
賞
の
準
備
）

信
仰
教
育
委
員
会

５
月　
　

高
校
生
総
会

青
少
年
委
員
会

５
月
11
日
ル
ル
ド
祭
（
井
持
浦
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

５
月
16
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

信
徒
会
館

本
部

５
月
18
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

５
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
４
号
」
発
行

広
報
委
員
会

６
月　
　

初
聖
体
組
保
護
者
会　

信
徒
会
館

信
仰
教
育
委
員
会

22
日
29
日
ペ
ト
ロ
下
口
神
父
様
、
パ
ウ
ロ
葛
島
神
父
様
霊
名
の
お
祝
い

生
涯
養
成
委
員
会

７
月
６
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

信
徒
会
館

本
部

７
月
13
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

７
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
５
号
」
発
行

広
報
委
員
会

７
月　
　

小
学
生
黙
想
会

下
五
島
地
区

８
月
３
日
教
会
内
外
・
墓
地
清
掃

本
部
・
経
済
問
題
評
議
会

８
月
10
日
聖
母
祭
・
夜
市

小
教
区
評
議
会

８
月　
　

神
学
生
・
志
願
生
激
励
会

召
命
委
員
会

８
月　
　

中
学
生
学
習
会

信
仰
教
育
委
員
会

８
月　
　

中
学
生
黙
想
会

下
五
島
地
区

９
月
７
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

信
徒
会
館

本
部

９
月
７
日
下
五
島
地
区
信
仰
養
成
講
座 

Ⅰ

下
五
島
地
区

９
月
14
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

９
月
14
日
敬
老
者
祝
賀
会

本
部

９
月　
　

堅
信
者
保
護
者
会

信
仰
教
育
委
員
会

９
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
６
号
」
発
行

広
報
委
員
会

10
月　
　

ロ
ザ
リ
オ
の
月
（
参
加
賞
準
備
）

信
仰
教
育
委
員
会

10
月
５
日
下
五
島
地
区
信
仰
養
成
講
座 

Ⅱ

下
五
島
地
区

10
月
26
日
牢
屋
の
窄
殉
教
祭
（
浜
脇
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

10
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
７
号
」
発
行

広
報
委
員
会

11
月
２
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

信
徒
会
館

本
部

11
月
２
日
歴
代
司
祭
の
慰
霊
ミ
サ

11
月
２
日
下
五
島
地
区
信
仰
養
成
講
座 

Ⅲ

下
五
島
地
区

11
月
３
日
墓
地
ミ
サ

年

月　

日

行　
　
　

事　
　
　

名

担　
　

当

26 年
11
月
９
日
小
教
区
対
抗
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

下
五
島
地
区
評
議
会

11
月
16
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

11
月　
　

初
聖
体
式

信
仰
教
育
委
員
会

12
月
７
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
教
会
周
辺
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
付

本
部

12
月　
　

小
学
生
ク
リ
ス
マ
ス
会

信
仰
教
育
委
員
会

12
月
21
日
ク
リ
ス
マ
ス
店
頭
募
金

下
五
島
地
区
評
議
会

12
月
24
日
ク
リ
ス
マ
ス
募
金
（
福
江
教
会
）

本
部
・
福
祉
委
員
会

12
月
24
日
夜
半
ミ
サ
後
、
ク
ッ
キ
ー
・
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス

青
少
年
委
員
会

27 年
１
月
４
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

司
祭
館

本
部

１
月
11
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

１
月
11
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
教
会
周
辺
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去

本
部

１
月
18
日
下
五
島
地
区
合
同
堅
信
式

本
部
（
下
五
島
地
区
）

１
月
27
日
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

下
五
島
地
区
評
議
会

１
月　
　

「
こ
こ
ろ
１
９
８
号
」
発
行

広
報
委
員
会

３
月
１
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会　

司
祭
館

本
部

３
月
８
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議　

信
徒
会
館

本
部

３
月　
　

高
校
生
「
旅
立
ち
の
つ
ど
い
」
開
催

青
少
年
委
員
会

３
月　
　

神
学
生
・
志
願
生
激
励
会

召
命
委
員
会

３
月　
　

高
校
生
黙
想
会

下
五
島
地
区
評
議
会

２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
カ
ト
リ
ッ
ク
福
江
小
教
区
評
議
会
活
動
計
画

※　

各
委
員
会
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
い
ま
す
。

○
生
涯
養
成
委
員
会　

��

①
主
任
・
助
任
司
祭
へ
の
霊
名
の
祝
日
に
向
け
て
の
霊
的
花
束
作
り

○
信
仰
教
育
委
員
会　

①
聖
母
月
、
ロ
ザ
リ
オ
の
月
の
参
加
賞
準
備
（
５
月
、
10
月
）

②
小
学
生
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月
）
③
初
聖
体
・
堅
信
式
保
護
者
会

○
典
礼
委
員
会　

①
年
間
を
通
し
て
の
典
礼
奉
仕
（
当
番
表
）

②
毎
日
の
ロ
ザ
リ
オ
の
意
向
作
り　

③
毎
週
土
曜
日
の
先
唱
（
４
の
共
同
祈
願
作
り
）

④
毎
日
の
ミ
サ
・
聖
書
と
典
礼
の
配
布　

⑤
聖
書
愛
読
運
動　

⑥
聖
週
間
の
金
曜
日
の
十
字
架
の
道
行
き

○
広
報
委
員
会　

①
小
教
区
誌
「
こ
こ
ろ
」
発
行
及
び
、
教
区
誌
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
等
の
配
布
準
備

○
召
命
委
員
会　

①
小
教
区
出
身
聖
職
者
へ
「
こ
こ
ろ
」
を
送
付

②
聖
体
賛
美
式
で
の
先
唱
奉
仕
（
毎
月
初
金
曜
日
19
時
よ
り
）

③
召
命
者
激
励
の
集
い
（
８
月
、
翌
年
３
月
）

○
青
少
年
委
員
会　

①
ク
リ
ス
マ
ス
夜
半
ミ
サ
の
後
、
ク
ッ
キ
ー
・
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い

②
卒
業
生
を
対
象
に
「
旅
立
ち
の
つ
ど
い
」
開
催

○
福
祉
委
員
会　

①
ハ
ウ
ス
オ
ブ
ジ
ョ
イ
へ
の
募
金
と
り
ま
と
め
（
毎
月
）

②
一
菜
募
金
の
補
助（
毎
月
）　

③
募
金
協
力
者
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
成（
12
月
）

④
ク
リ
ス
マ
ス
募
金
活
動
（
12
月
）
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《
香
典
返
し
》
御 

礼

　
〈
寄
　
付
〉

〇
赤
松　
利
彦 

様

　
故　
モ
ニ
カ　
赤
松　
モ
ヨ 

様

〇
宇
田　
安
子 

様

　
故　
ペ
ト
ロ　
宇
田　
稔 

様

　

右
記
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に
代
え
、

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　
お
礼
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

故
人
の
永
遠
の
安
息
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

 

編
集
後
記

　

小
教
区
設
立
百
周
年
の
関
係
で
決

算
報
告
と
二
六
年
度
活
動
計
画
の
掲

載
が
遅
れ
ま
し
た
事
を
お
詫
び
し
ま

す
。

　
司
祭
館
建
設
の
た
め
昨
年
中
止
と

な
っ
た
八
月
の
聖
母
祭
と
九
月
の
敬

老
会
を
今
年
は
実
施
予
定
で
す
。
行

事
を
通
し
て
、
普
段
は
余
り
話
さ
な

い
信
者
さ
ん
と
も
交
流
で
き
る
良
い

機
会
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
子
供

さ
ん
の
ご
両
親
は
お
祭
り
の
準
備
か

ら
参
加
す
る
こ
と
で
、
奉
仕
の
心
を

子
供
に
学
ば
せ
る
良
い
機
会
に
な

り
ま
す
よ
⁉　

是
非
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！　
そ
し
て
お
母

さ
ん
。
そ
ん
な
エ
ラ
イ
お
父
さ
ん
に

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
一
杯
の
生
ビ
ー

ル
を
飲
ま
せ
て
や
っ
て
下
さ
い
ね
！

　
広
報
委
員
会
の
屋
台
で
生
ビ
ー
ル

サ
ー
バ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま

～
す
‼
（
Ｎ
．
Ｈ
）。

　

向
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

父
で
あ
る
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
に
日
々

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
江
小
教
区
設
立
百
周
年
記
念
行
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
神
父
様
を
始
め
、
シ
ス

タ
ー
方
、
実
行
委
員
及
び
信
徒
の
皆
様
の

御
協
力
、
お
祈
り
、
そ
の
他
物
心
両
面
で

の
ご
助
成
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
に
マ
リ
ア
の
園
の
職
員

の
皆
様
に
は
、
前
日
の
準
備
、
後
片
づ
け

と
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
祝
賀
会
に
於
い
て
は
、
各
方
面
よ

り
た
く
さ
ん
の
ご
祝
儀
、
ご
支
援
、
ご
芳

志
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
碑
「
信
仰
の
あ
ゆ
み
」
建
立
費
用
に

充
て
さ
せ
る
為
に
、
婦
人
会
か
ら
多
額
の

ご
寄
付
を
頂
き
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

御  

礼

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
祝
賀
行
事
も
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
上
に
神
様
の
豊
か
な
祝
福
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
感
謝
の
意
を

込
め
て
報
告
と
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

�

評
議
会
議
長　
　
浦　
国
昭

霊
名
の
御
祝

　
六
月
二
二
日
（
日
）
二
番
ミ
サ
後
に
下

口
神
父
様
の
霊
名
の
御
祝
式
が
行
わ
れ

た
。

　

信
徒
代
表
よ
り
、「
福
江
教
会
に
赴
任

さ
れ
て
五
年
目
で
福
江
教
会
設
立
百
周
年

記
念
や
三
冊
の
記
念
誌
の
出
版
な
ど
で
御

苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
に
注
意
さ
れ
福
江
教
会
、長
崎
教
区
、

日
本
、
世
界
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
に
。」
と
御
祝
の
言
葉
と
と
も
に
、
記

念
品
や
霊
的
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
下
口
神
父
様
よ
り
「
霊
的
花
束
を
い
た

だ
き
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
い
た
し
ま

す
。
祈
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
慰
め
と
励

ま
し
で
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
本
来
の
牧
者

と
し
て
熱
心
に
ミ
サ
を
さ
さ
げ
奉
仕
に
努

め
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
六
月
二
九
日
（
日
）
二
番
ミ
サ

後
に
葛
島
神
父
様
の
霊
名
の
御
祝
が
行
わ

れ
た
。

　

信
徒
代
表
よ
り
、「
霊
名
の
御
祝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
司
祭
館
の
建
替
え

や
、
病
を
持
ち
な
が
ら
教
会
の
た
め
に
走

り
ま
わ
り
大
変
で
し
た
で
し
ょ
う
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気

を
つ
け
て
説
教
を
通
し
て
正
し
い
道
に
導

い
て
下
さ
い
。」
と
御
祝
の
言
葉
と
と
も

に
、記
念
品
や
霊
的
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
葛
島
神
父
様
よ
り
「
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
も
一
年
の
つ
も
り
が

二
年
、
二
年
の
つ
も
り
が
、
三
年
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
実
は
皆
さ
ん
と
同

じ
信
者
席
に
座
っ
て
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
て

い
た
頃
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
に
な
り
ま

す
、
二
十
年
た
っ
て
思
い
も
し
な
か
っ
た

福
江
教
会
で
祭
壇
に
立
っ
て
い
る
の
で
、

何
か
典
礼
を
通
し
て
少
し
で
も
皆
さ
ん
に

司
祭
と
し
て
使
命
を
は
た
し
た
い
。
私
な

り
に
福
江
教
会
の
司
祭
で
あ
る
こ
と
を
誇

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。


